噴火災害をどう乗り越えたか : 古代マヤ人の火山とともに生きる知恵・記憶 by 市川 彰
　2000 年代以降、大規模災害の経験を通じて、短期的周期かつ突発的に起こる破壊的な自然現
象によって生じる急激な環境変化に対して、社会的・学術的関心がさまざまな分野で高まってきて
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さまざまな分野で高まってきている（e.g. Cooper & Sheets 
[eds.] 2012; Grattan & Torrence [eds.] 2007; Hoffman 
& Oliver-Smith [eds.] 2002; Oliver-Smith & Hoffman 














































がることが多い（e.g. Aimers 2007; Tainter 1988; Yoffee 
& Cowgill [eds.] 1988）。しかし、こうした研究の潮流にも
変化がみられる。単に「崩壊」の部分のみを扱うのではなく、
「発展→崩壊・衰退→再興」といったより長期的な社会・
文化変容をみる傾向になってきた（e.g. Faulseit [ed.] 2016; 
Iannone [ed.] 2014; McAnany & Yoffee [eds.] 2010; 















































結ぶのが「聖なる山」であった（e.g. 嘉幡 2019; Brady & 






期から中期（紀元前 1200 〜 400 年）にさかのぼると言われ
























































まれた（e.g. Šprajc 2017; Sugiyama 1993）。この際、暦の
計算などの参考となる天文学的レファレンスとして、近隣の
山々、そして聖なる山を具現化した神殿ピラミッドや公共建造

















ンソナテ県にまたがる。盆地内の標高は約 400 〜 500m、


































400 〜 450 年頃）、ロマ・カルデラ火山の噴火（紀元後 650
年頃）、エル・ボケロン火山の噴火（紀元後 1000 年頃）であ
る。火山爆発指数 3 〜 6（やや大規模〜巨大）に相当し、
物理的に環境の変化をうながしたことが明瞭にわかる噴火
は、この 3 つである。他にも噴火活動自体は記録されている








湖の周囲の外輪山の標高は約 700 〜 1000mとなっている。
1879 〜 1880 年に最後の噴火の記録が残っているが、それ
以前のものとして 4 つの巨大噴火が記録されている。各噴
火の火山噴出物は、それぞれ噴火年代の古い方から、TB4
（約 36000 年前）、TB3（約 19000 年前）、TB2（約 9000
年前）、そして TBJ（約 1500 〜 1600 年前）と呼ばれてい
る。本稿で扱うのは TBJ テフラである。TBとはスペイン語





テフラの年代については諸説あり（Dull et al.  2001; Sharer 
1978; Sheets [ed.] 1983）、注意が必要である。研究史をさ
かのぼると、大まかに紀元後 260 年頃、紀元後 420 年頃、紀
元後 535 年頃というように年代に関する見解が変遷してきて
いる。最新の研究成果では、紀元後 539/40 年という説が有
力となっている（Dull et al.  2019）。詳細は拙稿（市川 2017; 
Ichikawa 2016）に譲るが、TBJ テフラの年代は、放射性炭
素年代から較正年代を導き出す際の較正曲線が平坦な部








あったと評されている（Pedrazzi et al.  2019）。
火山学的観点からもう少し詳しく見てみよう。TBJ テフラ

















定より、噴火の年代は紀元後 600 〜 650 年頃とされている
（Sheets [ed.] 2002）。ホヤ・デ・セレン遺跡からは古典期






山爆発指数は 3 であり、テフラは火口から半径約 3 〜 4km
の範囲に到達している。主に火口から南側に厚い堆積が見
























































高い場所で、約 1890m である。Ferrésらの研究（Ferrés 









が 964-1041 cal AD（2σ）、タルペタテ II が 1214-1285 cal 





















は少なくとも6 遺跡 1 が確認されている（Black 1983: 75）。
遺跡は、サン・アンドレス遺跡などがある盆地中央部や北東
部に位置する河川や湖畔といった水源近くに位置している。図 3　サン・アンドレス遺跡アクロポリスからみたサン・サルバドル火山複合（筆者撮影）


















形成されていたようである（市川 & 八木 2016; Ichikawa & 
Guerra 2018）。神殿ピラミッドを含む公共建造物群は、紀元































後 650 〜 900 年）の出土土器量と比べても大量かつ多様な
土器グループが確認されており、活発に土器製作がおこなわ
れていたと考えられる（Ichikawa & Guerra 2018: 436）。
出土する土器は古いものではホコテ（Jocote）やラマテペケ
（Lamatepeque）土器グループといった先古典期前期（紀
元前 1200 〜 600 年）に相当する土器がわずかだが出土し

















































（図 6）。遺跡は 5 つの土製マウンドで構成されている。遺

























































































































（幅が約 2m、高さ約 21cm）や水路も造られている（Sheets 










































































後 600 〜 900 年）に相当する土器である。また各人骨の放
射性炭素年代測定の結果、早いもので 650 cal ADという









約 40km に位置している。遺跡で確認できるTBJ テフラの
堆積層は、厚いところで約 60cm、薄いところでは 2 〜 3cm

























約 90m、東西約 80m、高さ約 20m）の発掘を実施した。発












































果、土と火山灰の建造物が 450 〜 550 cal AD、石造基壇
が 550 〜 650 cal ADという年代が得られている。先にも述
べたように、イロパンゴ火山が噴火したとされる時期は較正
曲線が平坦になる時期に相当するため特定が困難である。



































































































は、LCテフラを約 10 〜 25cm 確認することができる（Ferrés 
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たい。3 つの火山噴火は、約 600 年間の間に起きている。年
代の高精度化は今後の課題であるが、イロパンゴ火山の噴
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How Ancient People Overcame Volcanic 
Eruptions:
Knowledge and Memory Living in the Volcanic Area
Akira ICHIKAWA*
 Since the 2000s, social and academic concerns have been growing 
in various fields for sudden environmental changes caused by destructive 
hazards occurring in short-term cycles and suddenly through the experience 
of large-scale disasters. In this paper, based on the examples of the Zapotitán 
Valley, El Salvador, which suffered from at least the following three eruption 
disasters; Ilopango, Loma Caldera, and El Boquerón volcanoes between 
400/550 and 1000 A.D. This paper examines how ancient inhabitants in 
the area have been confronted by the abrupt environmental changes. In 
particular, I focus on changes in material culture before and after volcanic 
eruptions, the different types of eruptions and their respective scales, 
and the belief in sacred mountains that is at the heart of the ancient 
Maya worldview. According to archaeological materials from multiple 
archaeological sites in the Zapotitán Valley, I would like to emphasize the 
renovation of monumental architectures after the eruption. For instance, 
after the eruption of Ilopango Volcano, the ancient people immediately 
constructed monumental architectural structure using volcanic ash as 
construction material. Additionally, it is presumed that after the Loma 
Caldera eruption the monumental architecture renovated by different 
groups of adobe makers because we observe adobes that have several size 
and row materials. These data argue for the importance of collective work 
in the recovery process of rebuilding the pyramid temple subsequent to 
the eruption, as this site was sacred and an important public space for 
Mesoamerican civilization.
Keywords: 
abrupt environmental change, volcanic eruption, monumental architecture, 
Maya, building technology
* Nagoya University
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